
全点検については、重点地区を

設け、関係機関と共同で実施する。要改善施設については早急

な対応を図っていく。

運転免許証自主返納促進事業により、運転に自信のなくなった

高齢者の交通事故を未然に防止する。

スケアードストレイト技法を用いた自転車交通安全教室をはじめとする各種交通安全教室参

加人数及び四季の交通安全運動等の交通安全に関する街頭啓発実施回数は、いずれも目標値

Ｂ
を上回ったことから、交通安全意識の醸成に一定の成果があったと考える。

交通安全対策は継続して行っていくことが重要であるため、引き続き効果的な事業を実施し

、交通安全意識の醸成を図っていく。今後も、子どもから高齢者までの幅広い世代に向けた

→ 交通安全教室のほか、自転車の安全利用の普及啓発や運転免許証の自主返納を推進し、交通

事故の防止に努めていくため、人員・予算とも維持していく必要がある。

スケアードストレイト技法を用いた交通安全教室などの実施や、街頭における啓発活動は、市民の交通安全意識の醸成に一定の成果があっ

たと考える。今後とも、特に自転車の安全利用については力を入れ、幼少期や若年層への交通ルールの教育により、交通事故の防止に努め

る。事故件数としては、人身事故が減少する一方で、物損事故は増加していることから、警察や各交通安全関係団体、車両保有事業所等と

連携しながら、交通安全啓発活動に取り組んでいく。
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１．施策の位置づけ ＜PLAN＞

基本目標 中心となる課

分　　野
関係課

施　　策

施策の目的

２．施策の主な取り組み ＜DO＞
取り組み①

取り組み②

取り組み③

取り組み④

取り組み⑤

その他の取り組み

その他の取り組み

３．施策の指標における成果（主な指標）＜CHECK＞
指標の説明 達　成　値

指標名 単位 目標値
( 算　定　式 ) Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２

その他施策の取組事項に
係る成果

４．施策の展開 ＜ACTION＞

課 対

応

題 策

○結果と今後の方向性　（シート作成次長記入）
進捗状況

（Ａ躍進中、Ｂ予定通り、Ｃ遅れ気味） 説　明

（総評）

今後の方向性（人員/予算）
（↑増加、→維持、↓削減） 説　明

（人員/予算）

（評価者コメント）

03 安心して安全に暮らせるまち 市民生活部・防犯くらし交通課

04 交通安全

33 交通安全対策の推進

　地域社会と協働して、市民が交通事故に遭わないよう交通安全意識の普及啓発を行い、交通安全対策を推進します。

交通安全対策事業

コミュニティバス運行事業

交通安全教室参加人数 交通安全事故の教室に参加した市民の
人 6,200 5,700 7,755 8,708 12,227

人数
交通安全啓発活動 市民向けの交通安全啓発活動実施回数

回 12 10 14 19 24

交通事故の防止のため、特に子どもと高齢者、そして自転車利 特に、子ども、高齢者、自転車利用者に対する啓発を強化する

用者に対する交通安全意識の改革が重要であり、自転車の事故 。自転車安全利用対策実施計画に基づく、様々な安全教育等を

率が高いことが課題となっており、市民の交通安全意識の高揚 行っていく。警察との連携を強め、交通安全団体と協働し、幅

を図ることが必要となっている。 広い世代の市民に対して、交通安全意識高揚のための啓発事業

交通事故の防止のため、交通安全施設の維持と効果的な修繕や を実施する。

設置が必要である。 交通安全施設の点検や道路の安
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５．事務事業の検討 【一般会計】 （単位：千円）
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02 交通安全対策事業　（防犯くらし交通課）

交通安全対策事業

義
務

12,144
0

9,282

１ ○ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ １ ○ Ａ01 01 08 01 02 02 01 9,282

各季の交通安全運動、保育園 8,782 0

、幼稚園、小学校、中学校、 6,482

交通安全施設事業

義
務

9,444
0

14,575

１ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ １ Ａ02 01 08 01 02 02 02 14,575

交通事故状況などから多発地 14,575 0

点等把握し、交差点改良など 3,412

H30決算額 R1予算額 R2計画額 R2予算額

計（千円） 事業費 21,588 23,857 23,857

戸

0

うち一般財源 21,

田

088 23,357 2

市

3,357 0

事業の方
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向性： １現状で継続　

策

２拡大して継続 ３縮小

評

して継続　　　４他事

価

業と統合　　　５休止

シ

　　　６その他見直し

ー

７令和2年度で終了 ８

ト

令和元年度で終了 ９平

作

成30年度で終了

成日 令和元年 5月23日 作成者名 後藤　英
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５．事務事業の検討 【特別会計】 （単位：千円）

事務事業評価の結果 ★事務事業の方向性
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01 交通災害共済事業　（防犯くらし交通課）

交通災害共済事業

任
意

7,110
0

6,044

１ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ １ Ｂ01 07 01 01 01 01 01 6,044

加入しようとする者が掛金を 0 0

添えて申し込み、加入者が交 2,047

H30決算額 R1予算額 R2計画額 R2予算額

計（千円） 事業費 7,110 6,044 6,044 0

うち一般財源 0 0 0 0

事業の方向性： １現状で継続　 ２拡大して継続 ３縮小して継続　　　４他事業と統合　　　５休止　　　６その他見直し

７令和2年度で終了 ８令和元年度で終了 ９平成30年度で終了
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